
芝

表

Tim 延2 延1 2nd 1th 1th 2nd 延1 延2 Tim

0 1 GK GK 1 0 59

1 1 2 20 DF DF 2 0

0 18 DF DF 3 0

0 4 DF DF 4 0

1 1 3 DF DF 13 0 61

1 1 22 MF MF 6 0

1 1 7 MF MF 7 0

0 10 MF MF 9 3 2 1

2 2 6 MF MF 14 2 2 HT

1 2 3 17 FW FW 10 4 1 3

0 11 FW FW 11 1 1 HT

0 12 GK GK 21 0

0 2 MF DF 12 0

0 8 DF DF 5 0

0 15 MF MF 19 0

0 14 DF MF 8 0

0 9 FW FW 16 2 2

Tim R/Y No. Tim R/Y No.

10 Ｙ ⑪ 延2 延1 2nd 1th 1th 2nd 延1 延2 5 Ｙ ⑦

30 Ｙ ⑳ 0 0 6 4 10 12 6 6 0 0

3 4 7 9 9

5 2 7 1 1

7 8 15 11 11

0 2 2 3 3

0 0 0 0 0 0

Tim No.

21 ⑦

43 ⑩

46 ⑳

58

効果的にできない。後半、セットプレーから１点を入れた三重に対して、効果的に得点を重ねた津工

業が勝利した。ゲームを通して津工業の選手のボールの置き所が良く、ポゼッション率が上がり、プ

レーの選択肢を多くしていると感じた。セットプレーの守備が決勝に向けての課題。

　　戦評者名前〔　城　　利英　〕（フルネームを記入）　　所属先〔　四日市南　高等学校　〕

連工業はチーム全体で丁寧にボールを動かし、左サイドの⑨のスピードを生かして突破しようとする。
ＦＷの⑩は中盤に下がって起点を作り、空いたスペースへタイミングよく周りの選手が走りこみ、相

手を翻弄する。対する三重は長身のＦＷ⑰を起点に攻撃しようとするが、パスの質が悪いため攻撃が

津工業 ３－１ OWN-G

DFK SG三　重 岡本　拓己 ２－１ ⑳岡本

→ ⑩中野 SG津工業 中野　真人 ２－０ ⑯加藤

FK ↑ ⑦中山 HSG津工業 前田　侑弥 １－０ ④秋月

得点ﾁｰﾑ 得点者 スコア 得点経過　記録例：～ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ →パス ↑浮き球 ×混戦　Ｓｼｭｰﾄ　Ｈﾍﾃﾞｨﾝｸﾞ　　

ＰＫ

間接FC

直接FC

ＣＫ

ＧＫ

岡本拓己 反ｽﾎﾟ Shoot

Name Reason

木野田和也 ラフ Team-Total 大橋奈緒斗 ラフ

Name Reason 伊室　英輝 藤田　一豊

警告・退場 監　　督 監　　督 警告・退場

中谷　渓佑② 加藤　弘高③

北畠　光駒③ 斎藤　彰一③

中尾　　舜② 荒井　拓真③

村上　和也③ 北村　健人③

権部　洋平③ 谷　　正瞬③
大谷　一宏② 竹谷　光貴①

木野田和也③ 前田　侑弥③ ⑯加藤

脇　　　睦③ 中野　真人③

城野　大志③ 花盛　佑弥② ⑲荒井

川崎谷　輝③ 飯田　裕之③

中川　順平② 中山　雄登②

加藤　晃平② 鈴木　雄太③

馬瀬　祥仁② 平田　恭崇① ⑫谷　

村瀬　敏晃③ 秋月　和英③

長田　雄斗② 中川　雅光③

岡本　拓己③ 佐々木伸悟③

浜田　翔平③ 西川　一馬③ 21竹谷

Shoot Change

Name Name

kick off

Change Shoot
Tot PLAYER No. Posi No. PLAYER Tot

1 ２ｎｄ 2
kick off ＰＫ

Record 三重 ｽﾘｯﾋﾟｰ

三　重（Ａ２） 1
0 １ｓｔ 1

3 津工業（Ｄ２）

Referee 島田 A-Ref2 大森

ピッチ状態 観衆数

Match-Commissioner 松崎 A-Ref1 原 4th-Re 森 不良
３００人

湿　度 風 弱風天　候 曇り／雨 気　温

平成２０年度　三重県高校総合体育大会
日　時 2007,5,30(Fri)：準決勝 試合形式 ﾄｰﾅﾒﾝﾄ(70)延(20)PK 会場名 鈴鹿スポーツガーデン第④


